
竹
に
驚
く
日

日
本
列
島
の
竹
は
人
と
と
も
に
生
き
て
き
た
。
取
る
者
、作
る
者
、使
う
者
、商
う
者
。

そ
れ
ぞ
れ
が
離
れ
て
は
繋
が
り
失
わ
れ
て
は
蘇
る
。
焼
畑
の
循
環
。
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
が
見
た
美
。

こ
の
日
、上
州
、八
女
、薩
南
、そ
し
て
出
雲
が
出
会
う
。
編
み
繋
が
る
竹
と
人
間
の
物
語
に
驚
く
日
。

二
〇
一
五
年
一
月
二
十
四
日
土
・
二
十
五
日
日 

松
江
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
ビ
ル 

島
根
県
松
江
市
白
潟
本
町
四
三

連
絡
先
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
お
ろ
ち

　
　
　
　

 

〒
六
九
九
―
一
三
四
二 

島
根
県
雲
南
市
木
次
町
平
田
七
七
九
―
一 

　
　
　
　

 

電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
五
四
―
四
八
―
〇
七
二
九　

 w
w

w
.sakura-orochi.jp

映
画 

タ
ケ
ヤ
ネ
の
里 

一月
二
十
五
日
日 

①
午
前
十
時
三
十
分 

②
午
後
二
時
三
十
分 

③
午
後
五
時
三
十
分 

開
場
は
各
回
三
十
分
前　

前
売
鑑
賞
券 

一
〇
〇
〇
円
、当
日
券 

一
三
〇
〇
円
、障
害
者
の
介
助
者
・
高
校
生
以
下 

無
料（
先
着
順・自
由
席
）

映
画 

竹
の
焼
畑 

一月
二
十
四
日
土 

①
午
前
十
時
三
十
分 

②
午
後
三
時 

開
場
は
各
回
三
十
分
前　

鑑
賞
券 

五
〇
〇
円
、障
害
者
の
介
助
者
・
高
校
生
以
下 

無
料（
先
着
順・自
由
席
）

�

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク 

青
原
さ
と
し
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
作
家
）×
前
島
美
江（
群
馬
県
ふ
る
さ
と
伝
統
工
芸
士
）

一月
二
十
五
日
日 

午
後
一
時　

参
加
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ 

竹
皮
編
み 

前
島
美
江
に
よ
る
竹
皮
編
み
の
実
演
講
話
と
竹
皮
細
工（
フ
ラ
ワ
ー
バス
ケ
ッ
ト
）の
制
作

一月
二
十
五
日
日 

①
午
前
十
時
三
十
分
―
午
後
十
二
時 

②
午
後
二
時
三
十
分
―
六
時 

席
が
あ
き
次
第
随
時（
お
よ
そ
二
十
―
六
十
分
）

参
加
費  

五
〇
〇
円（
材
料
費
）

カ
フ
ェ
竹
林 

工
芸
や
竹
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
展
示
。
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り　

午
前
十
時
―
午
後
六
時　

入
場
無
料

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
竹
は
な
ぜ
放
置
さ
れ
る
の
か
―
―
斐
伊
川
流
域
圏
で
考
え
動
く
た
め
の
連
続
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

し
ま
ね
自
然
と
環
境
財
団
平
成
二
十
六
年
度
環
境
保
全
活
動
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
―
―
石
川
陽
春

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
―
―
島
根
県
民
会
館
、 

プ
ラ
バ
ホ
ー
ル
、 

今
井
書
店
主
要
店
、 

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル 

ほ
か

二
〇
一
一
年
／

青
原
さ
と
し
監
督
作
品（
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
映
画
）

二
〇
〇
一
年
／
民
族
文
化
映
像
研
究
所
製
作
／

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
委
嘱
／
鹿
児
島
県
十
島
村
悪
石
島

主
催
―
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
お
ろ
ち　

共
催
―
―
「
タ
ケ
ヤ
ネ
の
里
」
上
映
実
行
委
員
会
、松
江
キ
ネ
マ
倶
楽
部　

後
援
―
―
松
江
市
、出
雲
市
、雲
南
市
、奥
出
雲
町



映
画 

タ
ケ
ヤ
ネ
の
里 

二
〇
一
一
年
／
青
原
さ
と
し
監
督
作
品（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
）

一月
二
十
五
日
日 

①
午
前
十
時
三
十
分 

②
午
後
二
時
三
十
分 

③
午
後
五
時
三
十
分 

開
場
は
各
回
三
十
分
前（
上
映
時
間
百
二
十
分
）　

会
場
―
―
五
階 

交
流
ホ
ー
ル　

前
売
鑑
賞
券 

一
〇
〇
〇
円
、当
日
券 

一
三
〇
〇
円
、障
害
者
の
介
助
者・高
校
生
以
下 

無
料（
先
着
順・自
由
席
）

�

◉
映
像
作
家・青
原
さ
と
し
は
、民
俗
文
化
映
像
研
究
所
時
代
の
友
人・前
島
美
江
さ
ん
を
、十
数
年
ぶ
り
か
に
訪
ね
る
。
そ
し
て
、驚
く
。

な
ん
と
彼
女
は
群
馬
県
高
崎
市
の
伝
統
で
あ
る
「
竹
皮
編
み
」
の
技
を
磨
き
、群
馬
県
の
伝
統
工
芸
士
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。

��

◉
こ
の
竹
皮
編
み
の
原
材
料
で
あ
る
竹
皮
は
、カ
シ
ロ
ダ
ケ
と
い
う
福
岡
県
八
女
市
星
野
村
、黒
木
町
、う
き
は
市
に
し
か
生
え
て
い
な
い
、全
国
で
も
ま
れ
な
竹
の
皮
を
使
っ
て
い
る
。

美
し
く
白
い
皮
が
特
徴
的
で
、江
戸
時
代
以
前
か
ら
包
装
用
や
高
級
雪
駄
、こ
っ
ぽ
り
、草
履
、本
バ
レ
ン
な
ど
様
々
な
生
活
用
具
に
利
用
さ
れ
、日
本
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
き
た
。

�
◉
し
か
し
竹
皮
、竹
材
の
需
要
の
激
減
、竹
林
農
家
の
人
た
ち
の
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
衰
退
の
途
へ
と
進
ん
だ
。

�

◉
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
、こ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
前
島
さ
ん
は
、東
京
、福
岡
な
ど
の
都
市
生
活
者
に
呼
び
か
け
、地
元
の
人
と
一
体
と
な
り
竹
林
保
全
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
か
ぐ
や
ひ
め
」
を
開
始
し
た
！

映
画
は
こ
の
「
か
ぐ
や
ひ
め
」
の
活
動
を
追
い
な
が
ら
、九
州
の
山
岳
地
帯
の
竹
皮
を
め
ぐ
る
知
恵
と
暮
ら
し
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
。

�

◉
日
光
下
駄・本
ば
れ
ん
＆
浮
世
絵
師・羽
箒
な
ど
関
東
一
円
に
拡
が
る
職
人
た
ち
の
巧
み
な
技
、関
西
方
面
の
竹
皮
商
、履
物
屋
を
め
ぐ
る
流
通
の
歴
史
、

さ
ら
に
は
竹
皮
に
ま
つ
わ
る
お
茶
道
、身
分
制
社
会
の
あ
り
よ
う
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
く
、竹
と
人
間
の
壮
大
な
営
み
を
浮
き
彫
り
に
す
る
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
。

映
画 

竹
の
焼
畑 
二
〇
〇
一
年
／
民
族
文
化
映
像
研
究
所
製
作
／
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
委
嘱
／
鹿
児
島
県
十
島
村
悪
石
島

一月
二
十
四
日
土 

①
午
前
十
時
三
十
分 
②
午
後
三
時 

開
場
は
各
回
三
十
分
前（
上
映
時
間
六
十
分
）　

会
場
―
―
二
階 

二
〇
一
・
二
〇
二
研
修
室　

鑑
賞
券 

五
〇
〇
円
、障
害
者
の
介
助
者・高
校
生
以
下 

無
料（
先
着
順・自
由
席
）

�

◉
悪
石
島
の
全
島
を
覆
う
琉
球
寒
山
竹
は
、株
立
ち
で
育
つ
熱
帯
性
の
竹
で
、そ
の
旺
盛
な
繁
殖
力
で
島
の
地
力
を
養
っ
て
き
た
。

そ
の
竹
山
を
焼
い
て
栗
を
栽
培
す
る
焼
畑・ア
ワ
ヤ
マ
は
、昭
和
三
十
年
代
末
に
途
絶
え
て
い
た
。
こ
れ
は
そ
の
復
元
作
業
の
記
録
で
あ
る
。

―
―
―
―
―

同
時
開
催
―
―
青
原
さ
と
し
ト
ー
ク（
午
後
）、
交
流
展
示
カ
フ
ェ 
竹
林
整
備
や
焼
畑
を
は
じ
め
、森
、竹
の
活
用
に
関
す
る
資
料
多
数 

（
午
前
十
時
―
午
後
四
時
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク 

青
原
さ
と
し（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
作
家
）×
前
島
美
江
（
群
馬
県
ふ
る
さ
と
伝
統
工
芸
士
）

一月
二
十
五
日
日 

午
後
一
時（
一
時
間
）　

会
場
―
―
五
階 

交
流
ホ
ー
ル　

参
加
無
料

�

◉
青
原
さ
と
し

一
九
六
一
年
広
島
市
生
ま
れ
。
龍
谷
大
学
仏
教
学
科
卒
。
映
像
を
志
し
上
京
、一
九
八
八
年
民
族
文
化
映
像
研
究
所
入
所
。
所
長
・
姫
田
忠
義
に
師
事
し
、日
本
列
島
に
伝
わ
る
様
々
な
庶
民
の
生
活
文
化
の
映
像
記
録
作
業
に
携
わ
る
。

二
〇
〇
二
年
退
所
後
は
、独
立
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
制
作
を
行
う
。
作
品
に『
土
徳
―
―
焼
跡
地
に
生
か
さ
れ
て
』『
タ
ケ
ヤ
ネ
の
里
』『『
藝
州
か
や
ぶ
き
紀
行
』な
ど
。

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
の
川
野
和
昭
氏
が
企
画
し
た
悪
石
島
の
竹
の
焼
畑
の
再
現
実
証
映
画『
竹
の
焼
畑
』に
も
携
わ
っ
て
お
り
、竹
と
自
然
と
人
間
の
関
係
に
つい
て
探
求
を
続
け
て
い
る
。

�

◉
前
島
美
江

ダ
ム
に
沈
ん
だ
村
、越
後
奥
三
面
民
俗
調
査
を
経
て
、ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
が
高
崎
の
雪
駄
職
人
た
ち
と
つ
く
り
あ
げ
た
竹
皮
編
み
工
芸
を
た
だ
ひ
と
り
伝
承
し
て
い
る
。

「
タ
ケ
ヤ
ネ
の
里
」
で
映
さ
れ
た
「
八
女
カ
シ
ロ
ダ
ケ
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ぐ
や
ひ
め
」
の
活
動
は
他
の
団
体
と
の
連
携
な
ど
の
広
が
り
を
生
み
、現
在
地
元
群
馬
で
の
後
継
者
育
成
事
業
を
主
に
、各
地
で
上
映
会・個
展・教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ 

竹
皮
編
み 

前
島
美
江
に
よ
る
竹
皮
編
み
の
実
演
講
話
と
竹
皮
細
工（
フ
ラ
ワ
ー
バス
ケ
ッ
ト
）の
制
作

一月
二
十
五
日
日 

①
午
前
十
時
三
十
分
―
午
後
十
二
時 

②
午
後
二
時
三
十
分
―
六
時 

席
が
あ
き
次
第
随
時（
お
よ
そ
二
十
―
六
十
分
）

会
場
―
―
五
階 

五
〇
五
ま
た
は
五
〇
六
研
修
室　

参
加
費  

五
〇
〇
円（
材
料
費
）

�

◉
竹
皮
編
み

素
材
は
、あ
の
お
む
す
び
を
包
む
竹
の
皮
。
そ
れ
を
細
か
く
裂
い
て
巻
き
な
が
ら
針
で
縫
い
込
む
コ
イ
リ
ン
グ
手
法
と
い
う
丈
夫
で
手
ご
た
え
の
あ
る
技
法
で
作
ら
れ
ま
す
。

ド
イ
ツ
人
建
築
家
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
指
導
と
、上
州
高
崎
の
地
で
草
履
表（
南
部
表
）を
作
っ
て
い
た
職
人
の
技
術
に
よ
っ
て
、新
し
い
伝
統
工
芸
が
創
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
八
女
地
方
に
産
す
る
上
質
な
白
竹（
学
名
カ
シ
ロ
ダ
ケ
）を
用
い
、す
べ
て
が
手
仕
事
な
ら
で
は
の
あ
た
た
か
い
ぬ
く
も
り
、素
朴
さ
の
中
に
あ
る
健
康
的
な
力
強
さ
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
感
じ
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
。

パン
か
ご
や
ヤ
ー
ン
バス
ケ
ッ
ト
を
は
じ
め
小
さ
な
ボ
タ
ン
か
ら
コ
ー
ス
タ
ー
、椅
子
の
座
面
、な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
生
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
で
は
竹
皮
編
の
基
本
が
学
べ
る
「
花
か
ご
作
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

カ
フ
ェ
竹
林 

工
芸
や
竹
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
展
示
。
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り　

午
前
十
時
―
午
後
六
時　

会
場
―
―
五
階 

五
〇
六
研
修
室　

入
場
無
料

Ｊ
Ｒ
松
江
駅
か
ら
徒
歩
十
分
❖
バス
停「
天
神
町
」下
車
、徒

歩
一
分
❖
バス
停「
大
橋
南
詰
」下
車
、
徒
歩
三
分
❖
P
市

営
白
潟
駐
車
場（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
ビ
ル
北
隣
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

STICビルSTICビル

国際交流会館

松江
フォーゲル
パーク

松江フォーゲル
パーク駅

JR松江駅

来待駅 玉造温泉駅

宍道湖

大橋川

431

天神町

大
橋
南
詰

国際交流
会館前

松江城
一
畑
電
車

松
江
し
ん
じ
湖

温
泉
駅

松江大橋

NHK

P

県立美術館

松江鼕（どう）伝承館松江鼕（どう）伝承館

宍道湖大橋

9

431 485


